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武道授業 実践の概要紹介 春日井市（剣道）

武
道
授
業

実
践
の
概
要
紹
介　
　
剣
道

　

春
日
井
市
は
武
道
必
修
化
に
向
け
て
、
全
て
の
中
学
校
で
剣
道
を
実
施
す
る
こ

と
と
し
、
生
徒
の
安
全
確
保
を
第
一
に
考
え
、
様
々
な
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

剣
道
は
、
日
本
古
来
の
伝
統
文
化
で
あ
り
、「
人
間
形
成
」
を
修
行
の
目
的
と
し

て
き
た
と
い
う
歴
史
を
持
っ
て
い
ま
す
。
剣
道
の
中
に
は
、
現
代
に
生
き
る
私
た

ち
に
と
っ
て
も
、
有
効
と
思
わ
れ
る
貴
重
な
教
え
が
数
多
く
あ
り
、
子
ど
も
た
ち

の
人
間
形
成
に
役
立
つ
も
の
と
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

愛
知
県
春
日
井
市
に
お
け
る

中
学
校
武
道
必
修
化
に
向
け
た
取
組

春
日
井
市
教
育
委
員
会

1

は
じ
め
に

　

春
日
井
市
は
愛
知
県
西
部
に
位
置
す

る
人
口
30
万
人
を
超
え
る
名
古
屋
圏
の

中
核
都
市
で
、
本
年
、
市
制
70
周
年
を

迎
え
ま
す
。
西
は
濃
尾
平
野
が
広
が

り
、
東
は
岐
阜
県
多
治
見
市
等
に
接
す

る
丘
陵
地
で
自
然
豊
か
な
山
々
を
擁
し

て
い
ま
す
。
名
古
屋
市
に
隣
接
し
て
お

り
、
高
蔵
寺
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
象
徴
さ

れ
る
土
地
区
画
整
理
事
業
が
多
く
実
施

さ
れ
、
住
宅
都
市
と
し
て
の
性
格
を
持

っ
て
い
ま
す
。「
書
聖
」
小お

野の
の

道と
う

風ふ
う

生

誕
の
地
と
さ
れ
、“
書
の
ま
ち
”
と
し

て
書
道
が
盛
ん
で
す
。
ま
た
、
昭
和
初

期
か
ら
始
ま
っ
た
サ
ボ
テ
ン
の
栽
培
が

有
名
で
、
現
在
、
実
生
サ
ボ
テ
ン
（
種

か
ら
育
て
た
サ
ボ
テ
ン
）
の
生
産
量
は

全
国
一
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

春
日
井
市
で
は
、
武
道
必
修
化
に
あ

た
り
、
市
内
の
全
て
の
中
学
校
に
お
い

て
、
男
女
と
も
剣
道
を
実
施
す
る
こ
と

と
し
、
生
徒
の
安
全
確
保
が
最
も
大
切

な
こ
と
と
位
置
づ
け
、
準
備
を
進
め
ま

し
た
。

⑴
安
全
の
確
保

　

本
市
の
公
立
中
学
校
は
15
校
、
生
徒

数
は
約
８
８
０
０
人
で
す
。
全
て
の
中

学
校
に
は
剣
道
・
柔
道
の
た
め
の
武
道

場
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
学
校
で
は
保

健
体
育
の
授
業
や
部
活
動
で
有
効
に
活

用
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
に
お
け
る
教
育
活
動
で
は
、 

　「
生
徒
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
」
が

最
も
重
要
で
す
。
柔
道
と
剣
道
を
比
較

す
る
と
、
剣
道
の
方
が
重
大
な
事
故
や

怪
我
が
少
な
い
と
い
う
統
計
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
柔
道
が
ほ
ぼ

生
身
で
あ
る
の
に
対
し
、
剣
道
で
は
防

2

全
市
剣
道
導
入
に
向
け
て

教
員
は
全
く
の
初
心
者
で
あ
り
、
ま

た
、
男
性
教
員
の
多
く
も
、
中
学
生
の

時
の
剣
道
の
授
業
で
防
具
を
着
用
し
竹

刀
を
振
っ
た
こ
と
が
あ
る
程
度
と
い
う

状
況
で
し
た
。
こ
の
た
め
、
体
育
の
授

業
を
担
当
す
る
教
員
に
対
す
る
剣
道
の

研
修
を
行
う
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
市
で
は
、
平

成
24
年
度
の
武
道
必
修
化
を
見
据
え

て
、
平
成
23
年
度
か
ら
剣
道
指
導
者
と

し
て
の
力
量
を
確
保
す
る
た
め
、
独
自

の
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
は
市
内
教
員
の
有
段
者

が
講
師
を
務
め
、
平
成
24
年
度
は
剣
道

教
士
八
段
の
大
学
教
授
の
指
導
を
仰
ぎ

ま
し
た
。

【
平
成
23
年
度　

剣
道
講
習
会
の
概
要
】

内
容

①
講
義
「
剣
道
の
授
業
づ
く
り
に
つ
い

て
」

　

・
保
健
体
育
科
改
訂
の
基
本
方
針

　

・
剣
道
の
理
念　

・
剣
道
の
歴
史

具
を
着
用
す
る
こ
と
、
有
効
打
突
に
は

物
理
的
制
限
（
打
突
す
る
部
位
）
が
あ

る
こ
と
、
ま
た
「
気
勢
」
や
「
残
心
」

と
い
っ
た
精
神
的
な
要
因
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
剣
道
に
お
い
て
も
事
故
や

怪
我
が
起
こ
ら
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
授
業
に
あ
た
っ
て
は
、
生
徒

が
防
具
を
正
し
く
着
用
し
て
い
る
こ

と
、
防
具
や
竹
刀
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が

確
実
に
、
定
期
的
に
な
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
そ
し
て
、
指
導
者
が
生
徒
に
適
切

な
指
示
を
行
う
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で

す
。

⑵
教
員
に
対
す
る
研
修

　

剣
道
に
お
け
る
指
導
者
の
役
割
は
大

変
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
本
市
の
中
学
校
の
体
育
教
員
を
み

て
み
る
と
、
一
部
に
は
有
段
者
や
経
験

者
は
い
る
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
の
女
性

剣道講習会で剣道の理念、歴史などを学ぶ

剣道講習会での実技研修
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け
た
り
、
校
内
教
員
研
修
の
講
師
を
お

願
い
し
た
り
す
る
な
ど
、
多
く
の
学
校

で
授
業
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。

②
演
習
「
防
具
の
着
け
方
と
剣
道
の
基

本
動
作
」

　

Ａ　

正
座
の
方
法
、
竹
刀
の
扱
い

方
、
足
さ
ば
き
、
構
え
、
三
挙
動

素
振
り

　

Ｂ　

前
後
素
振
り
、
踏
み
込
み
足
、

面
打
ち
込
み

　

Ｃ　

小
手
打
ち
込
み
、
左
右
面
素
振

り
、
胴
打
ち
素
振
り

　

Ｄ　

礼
式
、
面
・
小
手
―
面
打
ち
込

み
、
小
手
―
胴
打
ち
込
み

　

Ｅ　

技
の
練
習
Ⅰ
（
引
き
技
、
抜
き

技
）

　

Ｆ　

技
の
練
習
Ⅱ
（
払
い
技
、
返
し

技
、
出
ば
な
技
）

　

Ｇ　

防
具
の
着
脱

③
演
習
「
模
擬
授
業
」

講
師

西
部
中
学
校
教
頭　

永
井
基
幸　

六
段

柏
原
中
学
校
教
諭　

長
谷
太
郎　

三
段

【
平
成
24
年
度　

剣
道
講
習
会
の
概
要
】

１
日
目

①
講
義
「
剣
道
の
精
神
に
つ
い
て
」

　

Ａ　

伝
統
的
な
行
動
の
仕
方

　
　
　

武
道
場
へ
の
入
退
場

　

Ｂ　

安
全

　
　
　

竹
刀
の
点
検
、
道
場
の
点
検

　

Ｃ　

剣
道
の
特
性

　
　
　

精
神
面
、
技
能
面

　

Ｄ　

剣
道
の
成
り
立
ち

　

Ｅ　

伝
統
的
な
考
え
方

②
演
習「
道
着
・
袴
の
着
用
に
つ
い
て
」

講
師

西
部
中
学
校
教
頭　

永
井
基
幸　

六
段

中
部
中
学
校
教
諭　

長
谷
太
郎　

三
段

２
日
目　

実
技
指
導

　

Ａ　

基
本
技
能
１

　
　
　

足
の
構
え
と
足
さ
ば
き
、
竹
刀

操
作
、
構
え
、
踏
み
込
み
足

　

Ｂ　

基
本
技
能
２

　
　
　

面
・
胴
打
ち
、
小
手
打
ち
、
連

続
打
ち

　

Ｃ　

試
合
及
び
稽
古
へ
の
導
入

　
　
　

相
手
の
攻
撃
に
対
し
て
の
対

応
、
面
打
ち
に
対
し
て
の
反
撃

　

Ｄ　

試
合
と
審
判
の
仕
方

　
　
　

申
し
合
わ
せ
事
項
を
作
る
、
有

効
打
に
し
な
い
申
し
合
わ
せ

事
項
も
作
る

講
師

中
部
大
学　

全
学
共
通
教
育
部
教
授

　

渡
邉　

香　

剣
道
教
士
八
段

⑶
防
具
等
の
購
入

　

全
校
の
剣
道
実
施
に
向
け
て
、
新
た

に
各
校
に
女
子
用
防
具
20
セ
ッ
ト
と
竹

刀
40
本
を
購
入
し
ま
し
た
。
本
来
は
１

学
級
40
人
と
し
て
40
セ
ッ
ト
の
防
具
が

必
要
と
な
り
ま
す
が
、「
２
人
一
組
と

な
っ
て
教
え
合
う
」「
防
具
の
着
脱
を

手
伝
い
合
う
」
な
ど
、
工
夫
を
す
る
こ

と
で
効
果
的
に
授
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
う
し
た
方
法
は
生
徒
ど

う
し
の
教
え
合
い
や
高
め
合
い
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

購
入
の
際
は
、
授
業
で
竹
刀
や
防
具

を
安
全
に
使
用
で
き
る
よ
う
、
購
入
後

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
（
月
１
回
）
を
含
む

契
約
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
伝
統
文
化

の
継
承
と
授
業
時
の
心
構
え
や
意
識
を

高
め
る
た
め
に
、
教
師
用
の
剣
道
着
と

袴
も
購
入
し
ま
し
た
。

⑷
独
自
の
教
育
課
程
の
作
成

　

各
学
校
の
剣
道
の
授
業
に
お
い

て
、
そ
の
指
導
目
標
を
達
成
で
き
る
よ

う
、
ま
た
、
学
校
間
の
ば
ら
つ
き
が
な

い
よ
う
、
研
修
会
の
講
師
を
務
め
た
教

員
が
中
心
と
な
っ
て
教
育
課
程
を
作
成

し
ま
し
た
。
こ
の
教
育
課
程
に
基
づ

き
、
各
学
校
で
生
徒
の
実
態
等
を
考
慮

し
た
指
導
計
画
を
立
て
、
指
導
に
あ
た

っ
て
い
ま
す
。

4

お
わ
り
に

と
し
て
９
名
の
方
に
部
活
動
に
関
わ
っ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
方
々
に
、
剣
道
の
授
業
に
お
け

る
指
導
法
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

剣道授業の様子

3

地
域
に
支
え
ら
れ
た
指
導
体
制

※
参
考
文
献

中
部
大
学
全
学
共
通
教
育
部
教
授
剣
道

教
士
八
段　

渡
邉
香
「
中
学
校
に
お
け

る
剣
道
指
導
に
つ
い
て
の
私
見
」

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
他
の
自
治

体
と
同
様
、
教
員
の
世
代
交
代
が
進
ん

で
い
ま
す
。
今
後
は
、
若
い
教
員
の
更

な
る
指
導
力
向
上
の
た
め
に
研
修
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、
評
価
と
指
導
の
あ

り
か
た
に
つ
い
て
も
検
討
を
重
ね
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

わ
が
国
に
お
い
て
は
、
近
年
、
子
ど

も
た
ち
の
モ
ラ
ル
の
低
下
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。
一
方
、
東
日
本
大
震
災
で

は
、
日
本
人
の
道
徳
意
識
の
高
さ
が
世

界
中
で
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
春
日
井
市

の
子
ど
も
た
ち
に
は
、
剣
道
の
理
念
を

通
し
て
、
健
や
か
な
体
と
日
本
人
と
し

て
の
美
徳
が
育
ま
れ
、
引
き
継
が
れ
て

い
く
こ
と
を
強
く
願
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
15
中
学
校
の
う
ち
11
校
に
剣

道
部
が
あ
り
、
平
成
24
年
１
学
期
現

在
、
約
430
人
の
部
員
が
所
属
し
て
い
ま

す
。

　

部
員
へ
の
指
導
は
、
各
校
の
剣
道
部

顧
問
だ
け
で
な
く
、
市
内
の
剣
道
場
や

市
の
剣
道
連
盟
に
所
属
す
る
高
段
者
に

支
え
ら
れ
て
お
り
、
部
活
動
専
門
講
師

時 1 2 3 4 5 6 7～９ 10

目
標

学
習
の
流
れ

１　正座の方法

２　竹刀の名称

３　竹刀の扱い方
　　と安全点検
　①竹の破損
　②弦の張り具合
　③先皮の破れ

４　足さばき

５　構え（中段）

６　三挙動素振り

１　前後素振りと
　　跳躍素振り

２　踏み込み足

３　面打ち込み

４　三人一組で打
　　ち込み練習

１　小手打ち込み

２　左右面そぶり

３　胴打ち素振り

４　胴打ち込み

１　礼式

２　踏み込み足
　　（２段、３段
　　打ち）

３　面－小手－面
　　打ち込み

４　小手－胴打ち
　　込み

１　技の練習
　①引き技
　　・引き面
　　・引き胴
　　・引き小手
　②払い技
　　・払い面
　　・払い小手

１　技の練習
　①抜き技
　　・面抜き胴
　　・面抜き面
　　・小手抜き面
　②返し技
　　・面返し胴
　　・面返し面
　　・小手返し
　　　小手
　③出ばな技
　　・出ばな面
　　・出ばな小手

１　技の練習

２　簡単な試合

１　テスト

２　まとめ

留
意
事
項

○剣道に積極的に取り組むとともに、相手を尊重し、伝統的な行動の仕方を守り、自他の健康や安全に留意しようとする。

○基礎的な知識や技能を活用して、学習課題に応じた運動の取り組みを工夫することができる。

○相手の動きに応じた基本動作から、基本となる技を用いて攻防を展開することができる。

○剣道の特性や成り立ち、伝統的な考え方、技の名称や行い方、関連して高まる体力などを理解することができる。

○伝統的な行動の仕方については、単に形の指導に終わるのではなく、相手を尊重する気持ちを込めて行うよう指導する。

○竹刀の扱い方や起きやすいけがの事例などを理解して取り組むようにする。また禁じ技（突き）についても指導する。

○構え（自然体・中段の構え）や体さばき（足さばき）と基本打突の仕方や受け方は関連付けて一連の動きとして指導する。

○剣道では主として瞬発力、敏捷性、巧緻性などがそれぞれの技に関連して高められることを理解させる。

○「伝統的な考え方」では、単に試合での勝利を目指すだけでなく、技能の習得などを通して礼法を身に付けるなど人間としての望ましい自己形成を
重視するといった考え方があることを指導する。

○基本動作や対人的技能の関連から「形」（「日本剣道形」及び「木刀による剣道基本技稽古法」）の指導を必要に応じて行う。

指導計画（第１学年）


